












5.要約 

超音波パルス波の生体作用を検討するために,旭川医大におけるclosed colonyのチャイニ

ーズハムスターを用い,妊娠8日目から10日目に周波数2MHz,パルス幅3μs,繰返し周波数

500Hz,振動子表面における平均音響出力 15mW/cm2,ピーク出力 10W/㎝ 2,またはそれぞれ

94mW/㎝ 2,62.7W/cm2 のパルス波超音波を照射し,催奇性実験を行なった。この結果,外表奇

形の発生は観察されなかった。また,200rad の X 線を妊娠 8日目～12 日目に照射した結果

から,マウスやラットに比べて感受性が相当異なることを見い出し,この種の実験に際して

,使用する動物の選定が極めて重要な因子であることを示した。また,DHS マウスを用いた

実験で,連続波照射の場合と同様,腹壁破裂などを伴った胎仔の発生を認めたが,部分対照

群,完全対照群の検討はこれからであり,今後の検討が必要である。 


